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研究成果の概要（和文）：本研究では、東南アジア地域研究を対象とし、1950 年代から2015年に刊行された主
要学術雑誌の引用分析の国際比較と、東南アジアコレクションの蔵書分析を通して、実証的循環型コレクション
モデルを検討した。分析対象が膨大であるため、特にベトナムに関係した論文の引用分析と、ベトナム戦争に関
係した書誌目録のAPI検索を行った。その結果、日本語論文、英語論文ともに引用文献中、50％以上が図書資料
であることや、引用までの期間が長いことなどが分かった。以上のことから、東南アジア研究に関しては、図書
資料の重要性と、引用への時差を考慮した長期的視野に基づいたコレクション評価手法を確立する必要性が明ら
かになった。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to design the collection evaluation model for 
research libraries based on quantitative analysis such as the holdings of the cited works in 
scholarly papers in special collections. Taking Southeast Asian Studies, more specifically the study
 of Vietnam, as an example, this study examined the patterns of citation in both English and 
Japanese academic journals and conducted the evaluation of holdings of related materials in special 
libraries by using API search scheme. The findings show the tendency of citing monographs over other
 research materials (over 50 percent in both English and Japanese journals) and the long duration of
 time for the works to be cited (average of 17.7 years in English papers and 10 years in Japanese 
papers). The average percentage of holdings of cited materials in authors' institution is 67 
percent. From these findings, the importance of long term evaluation scheme for research libraries 
is recommended.

研究分野：図書館情報学・東南アジア研究
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１． 研究開始当初の背景 
① 世界有数の東南アジアコレクションの
閉鎖や縮小が相次ぐ中で、研究図書館の
意義を再考する必要を感じ、本研究の着
想に至った。例えば、2011 年、オラン
ダの王立熱帯研究所図書館コレクショ
ンが売却された。2014 年にもオランダ
の王立言語地理民族学学会の図書館が
閉鎖されライデン大学に移管された。こ
れらのコレクションは、前者が 1864 年、
後者が 1851 年に設立され、いずれも
150 年以上におよぶ世界的な資料拠点
であった。また、冷戦期に地域研究コレ
クションの拠点を形成したアメリカの
大学では、冷戦以降、予算が減少し、継
続的なコレクション保持の困難に面し
ている。 

② このような研究図書館の危機の一因は、
蔵書と研究成果の関係性が明確でない
ことである。このような現状を打開し、
グローバル化時代の社会的要請に研究
コレクションが応えるためには、歴史的
経緯を踏まえた上で、資料と研究成果の
相関関係の検証し、長期的スパンに亘っ
て国際比較を行うことで、研究コレクシ
ョンと研究成果の関係性を実証的に把
握するメカニズムを構築することが不
可欠であると考えた。 
 

２． 研究の目的 
 本研究の目的は、東南アジア地域研究を分
析の対象とし、1950 年代から現在までの東
南アジア研究の時勢を代表する研究コレク
ションと学術雑誌の国際比較分析を行い、実
証的循環型コレクションモデルを検討する
ことである。 
。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

３． 研究の方法 
① 本研究では、東南アジア地域研究の研究
成果と図書館の蔵書の関係を明らかに
するため、ビブリオメトリックスと API
検索の手法を活用する。 

② 本研究では、分析対象が膨大であるため、
東南アジア研究における大きな転換点
となったベトナム戦争の重要性を鑑み、
特にベトナムに関係した論文の引用分
析と、ベトナム戦争に関係した書誌目録
の API検索を行う。 
 

４． 研究成果 

以下に本研究の過程で分かった、いくつか
の発見を挙げる。ただし、対象データが膨大
であるため、今後もデータの精査をすすめて
いく予定である。 

 
＜引用分析＞ 
① 英文論文に関しては、引用文献データベ
ース、Web of Scienceに登録されている
東南アジア関係の学術雑誌 3 誌
（1956-2015刊行分、ただし雑誌によっ
て差があり）からベトナムに関係する論
文 539タイトルを抽出し、うち 2回以上
引用されている 257 タイトルについて
引用パターンの分析を行った。その結果、
引用文献の約 59％が図書資料で、出版
後、引用されるまでの期間の平均が 17.7
年と比較的長いことが分かった。 

② 日本語論文に関しては、学術雑誌『東南
アジア：歴史と文化』（1975-2015 刊行
分）と『東南アジア研究』（1963-2015
刊行分）に収録されているベトナムに関
係する論文をそれぞれ分析の対象とし
た。『東南アジア：歴史と文化』に収録
されたベトナムに関する論文・研究ノー
ト 1156 タイトルついて、引用パターン
の分析を行った。その結果、英語論文の
場合同様、図書資料の引用率が高く、
56.5％であった。一方、引用までのタイ
ムラグは平均約 10 年と、英語論文と比
較すると短かった。また引用文献の言語
分布では、日本語とベトナム語がどちら
も約 28％、英語が約 21％となっており、
日本独自の東南アジア研究の発展をた
どってきたことが分かる。『東南アジア
研究』は、現在分析をすすめている。 

＜API検索＞ 
③ ①で抽出されたタイトルで引用されて
いる文献のうち、著者の所属が判明した
図書 582点について、著者の所属機関に
おける所蔵を検索した結果、平均すると
67％が所蔵されているが、図書館間でば
らつきがあることが分かった。 

④ コーネル大学が編纂した“Vietnam War 
bibliography : selected 
from Cornell University’ s Echols 
Collection”（1983）に収録されている
約 3000 タイトルの API 検索を OCLC
と CiNiiにて行った。その結果、アメリ
カの図書館では、コーネル大学において
約 2300 件の登録が確認できるが、コー
ネル大学につぐ規模の東南アジアコレ
クションであるアメリカ議会図書館で
は、約 800点しか確認できなかった。日
本の場合は、最も多い京都大学東南アジ
ア地域研究研究所図書室でも約 300 点
である。 

 
これらの調査結果より、東南アジア研究に
関しては、図書資料の重要性と、引用への時
差を考慮した長期的視野に基づいたコレク



ション評価の必要性が明らかになった。今後
は、これらのデータをさらに精査して、本科
研の最終目的である実証的循環型コレクシ
ョンを提示したい。 
また、上記を含めた本研究のこれまでの成
果に関しては、2018 年 3 月に開催されたア
メリカアジア学会の年次集会にて、パネル発
表を行い、参加者より、コレクション評価に
おける実証的研究の重要性について啓発を
受けたという意見をはじめ、高い評価を得ら
れた。 
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